
大学・地域共創プラットフォーム香川 

令和４年度第２回運営委員会 議事次第 

開催日時：令和 5年 2月 14日（火）10：30～12：00 

開催場所：香川大学法人本部（４階）大会議室 

高松市幸町 1－1幸町北キャンパス内 

※遠隔会議システム（Microsoft Teams）を併用

議題 

１．大学・地域共創プラットフォーム香川の今後の展開について 

（資料１） 

２．令和５年度事業計画（案）及び予算（案）について 

（資料２-１、２-２、２-３） 

報告 

１．令和４年度事業の実施状況について （資料３-１、３-２） 

２．令和４年度名義使用の許諾について （資料４） 



《2月14日（火）10時30分～》 （敬称略）

構成員 委員所属名 委員職名 委員氏名 出欠状況 代理出席者

香川大学 - 理事・副学長 片岡　郁雄 出席（対面）

香川県立保健医療大学 事務局 事務局長 河西　浩一 出席（オンライン）

四国学院大学 リエゾン・センター リエゾン・センター長 橋本　一仁 欠席

徳島文理大学 地域連携センター センター長 中筋　政人 出席（対面）

高松大学 地域連携センター センター長 西岡　達哉 出席（対面）

香川短期大学 - 副学長 齊藤　栄嗣 出席（対面）

高松短期大学 地域連携センター センター長 西岡　達哉 出席（対面）

せとうち観光専門職短期大学 観光振興学科 教授 安本　幸博 出席（オンライン）

香川高等専門学校 - 副校長 澤田　功 欠席

香川県商工会議所連合会 高松商工会議所 専務理事 安藤　照文 出席（オンライン）

香川県商工会連合会 - 専務理事 宮武　卓朗 出席（オンライン）

香川県中小企業団体中央会 - 専務理事 岡　興司 出席（オンライン）

香川経済同友会 - 専務理事・事務局長 大谷　誠一 出席（オンライン）

香川県中小企業家同友会 事務局 事務局長 大森　基生 出席（オンライン）

香川県農業協同組合中央会 - 代表理事常務 岡田　孝浩 出席（オンライン）

香川県漁業協同組合連合会 - 代表理事専務 小濱　博 出席（オンライン）

香川県銀行協会 - 常務理事 久保　則正 欠席

高松市 市民政策局政策課 局次長兼課長 田中　照敏 出席【代理】 政策課 課長補佐 齋藤直樹（オンライン）

丸亀市 市長公室秘書政策課 課長 窪田　徹也 出席【代理】 秘書政策課 担当長 宇野大志郎（オンライン）

坂出市 政策部政策課 課長 大野　栄嗣 欠席

善通寺市 政策課 課長 佐藤　幸治 出席【代理】 政策課 課長補佐 小河啓二（オンライン）

観音寺市 政策部ふるさと活力創生課 課長 黒川　順司 出席（オンライン）

さぬき市 総務部政策課 課長 間嶋　文一 欠席

東かがわ市 総務部　財務課 主幹 寺西　康博 欠席

三豊市 政策部地域戦略課 課長 開口　陽子 出席（オンライン）

土庄町 企画財政課 参事兼企画財政課長 鳥井　基史 出席【代理】 企画財政課 副主幹 九冨崇（オンライン）

小豆島町 企画財政課 課長 川宿田　光憲 出席【代理】 企画財政課 課長補佐 萬代正道（オンライン）

三木町 政策課 課長 山地　修 出席（オンライン）

直島町 デジタル推進室 室長 前田　浩作 欠席

宇多津町 まちづくり課 課長 古川　憲男 出席（オンライン）

綾川町 総務課いいまち推進室 室長 福家　孝司 出席（オンライン）

琴平町 企画防災課 主幹 森本　卓也 出席（対面）

多度津町 政策観光課 課長 土井　真誠 出席（対面）

まんのう町 地域振興課 課長 松下　信重 出席（オンライン）

香川県 政策部 部長 淀谷　圭三郎 出席（対面）

【大学・地域共創プラットフォーム香川】
令和４年度第２回運営委員会　出席者名簿

経済団体等

行政機関

県内大学等



大学・地域共創プラットフォーム香川 事務局運営体制（香川大学）

R5.2.14

大学・地域共創プラットフォーム香川 会⾧ 学⾧ 筧　善行

局⾧ 理事・副学⾧:産官学連携 片岡　郁雄
副局⾧ 理事・副学⾧:財務・県対応 国分　伸二
次⾧ 副学⾧:地域連携・産業界対応 城下　悦夫
事務⾧ 地域創生推進部（部⾧） 中屋敷　隆博
事務担当（専任） 特命教授 藤澤　一仁
事務担当 地域連携推進課（課⾧補佐） 石田　和一

教育企画課（課⾧） 後藤　雅美
キャリア支援課（課⾧） 圖子　賀津美
地域連携推進課（シニアアドバイザー） 川端　義則

プラットフォーム（事務局体制）

連携事務



資料１

大学・地域共創プラットフォーム香川の今後の展開について

１. 本プラットフォームの目的

2. 令和４年度の活動実績

（目的）
県内大学等を基点に、産学官のネットワークを形成し、地域社会・地域経済を支える人材の育成・

定着及びその人材が活躍する場の形成に向けた議論と実践による共創を通じて、地域社会の発展
に寄与すること

（部会の役割）
1)進学・教育部会 県内進学促進に向けた県内高校等との連携、県内大学等の情報発

信、その他教育の向上等
2)就職・産業振興部会 県内就職の促進、地域と県内大学等の連携による共同研究、リカレ

ント教育の推進等
3)地域活性化部会 地域を支える人材育成・定着、大学と連携した地域づくり等

部会 主な取組み

進学・教育
合同進学説明会、出前講座、キャンパスガイドの作成・配布、 公開授業参観、
単位互換など

就職・産業振興
業種別オンライン県内企業見学ツアー、キャリア支援研修会、かがわーくフェア
など

地域活性化 アイデアソン（アイデアソンをもとにした観光学生企画）など

共通 ホームページ開設、情報共有ツールの導入

（成果）

1. 前身組織における各種事業を整理統合し、本プラットフォームの事業として新たに展開した。

2. 各部会での意見交換等により、構成員間で課題を共有するとともに、新たな取組みに関す

る企画立案を行った。

3. 構成員間の情報伝達や共有を図るための情報基盤を整備した。

（課題）

１． 継続事業の効果検証や課題の把握を行い、より効果的なものとなるよう検討すること。

２． 構成員が主体的かつ積極的にプラットフォームの枠組みを活用し、実証的な取組みに挑戦

できる仕組みを設けること。

３． 事業の企画立案機能を充実すること。
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3． 令和５年度の展開

（運営）

１． プラットフォームを以下の共創の場と位置付け、その活用を推進する。

１） 多様な構成員による議論・意見交換の場

2） 新たな取組みを実証・実践する場、支援する場

３） 私大等補助申請や国の事業申請のバックグランドとなる場

2. 積極的な取組みを促すため、以下を推進する。

１） ワーキンググループの活用など、事業の企画立案を行う機能の強化

２） プラットフォームの枠組みを活用した主体的かつ積極的に実証的な取組みの実施に向

けた県の支援（助成）制度の活用

（事業）

令和４年度の実績を踏まえ、以下に取組む。

１）構成員が、より主体的かつ積極的にプラットフォームの枠組みを活用して、実証的・実践的

に取り組めるよう、「共創推進強化事業」の新設や県の助成制度の活用をはじめとする新規

事業を展開する。

２）継続事業については、これまでの取組みを精査の上、選定したものについて、内容の充実・

強化を図る。

部会 主な取組み

進学・教育
キャンパスガイド(デジタル化)、県高Ｐ連と連携した保護者への県内大学の
情報発信、高校教員に広く県内大学の理解を深める高大教員交流会 など

就職・産業振興
かがわーくフェア、キャリア支援研修会、学生による企業へのインタビュー
シップなど

地域活性化
学生等県内の若者主体の観光企画・情報発信や産官学連携に向けた県内企
業や大学、自治体等の交流促進（他部会と連携）など

共通
タウンミーティングの開催、メタバース等を活用した地域DXの実証、プラッ
トフォームの枠組みを活用した新規実証事業など

2



令和５年度事業計画（案） 

１．共創推進強化事業 （共通） 

取 組 種 別 内 容 

① 地域共創タウンミーティ

ングの開催
新規 

県内各自治体における、大学等と現地ステークホル

ダーとの意見交換等 

② メタバース等を活用し

た地域DXの実証
新規 

メタバース等を活用した就職・産業振興、進学・教育、

地域活性化等に係る地域DXの取組みの実証 

③ プラットフォームの枠組

みを活用した新規実証

事業

新規 

ＰＦの枠組みを活用し、構成員が企画・提案、実証・実

践する若者の県内定着や地域課題解決に資する取組

み 

２．高大連携・進学推進事業 （進学・教育部会） 

取 組 種 別 内 容 

① 出前講座・体験講座等へ

の講師派遣
継続 

高校生等を対象に、大学等の教職員がそれぞれの専

門分野を活かした出前講座・体験講座の提供を拡充・

強化 

② 県内大学等合同進学説

明会開催
継続 

県内大学等への理解を深めるため、合同の進学説明

会を県内高校に出向き、県内大学から県内就職した

卒業生を加えて実施 

③ 合同大学説明会・交流会

開催
新規 

高校教員を対象に県内大学等が合同で説明会・交流

会を実施 

④ 高大連携キャリアデザイ

ン研修
新規 

県高等学校PTA連合会との連携による保護者対象

の研修（大学等訪問受入）、広報誌やHPへの寄稿な

ど 

⑤ 探究型学習支援プロジ

ェクトへの講師派遣
継続 

高校の「総合的な探究の時間」の活動への助言・指導

等に大学等教員を派遣 

⑥ デジタルキャンパスガイ

ドの作成・公開
継続 

大学ガイドをデジタル対応に刷新するとともに、ホー

ムページで公開

資料２-１ 
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３．大学等連携強化事業 （進学・教育部会） 

取 組 種 別 内 容 

① 大学間の単位互換 継続 
多様かつ柔軟な学修を推進するため、県内大学の

開設科目の相互履修と単位認定を実施 

② 大学等教員のＦＤ・ＳＤ

研修の実施
継続 大学等教職員研修の共同実施 

③ 国際交流会（学生）の開

催
継続 

県内大学等の留学生交流会を、参加大学等を拡大・

拡充して開催 

④ リスクマネジメント活動 継続 災害等に対するリスクマネジメント対応 

⑤ 地域における高等教育

の中長期グランドデザイ

ン検討会

新規 
大学等の地域における教育改革や教育改善につな

げる中長期グランドデザインを検討 

４．キャリア支援事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 種 別 内 容 

① 「かがわーくフェア」の強

化・充実
継続 

各機関が連携して参加学生の拡大と新たな魅力づ

くりを行うなど、合同企業説明会の強化・充実 

② 業種別オンライン県内企

業見学ツアーの実施
継続 

香川県内企業による動画等を用いた業種別の企業

説明会の開催 

③ うどん県の自治体で働

こう大懇談会の開催
継続 

香川県内の自治体等の担当者やOB／OGが一堂に

集まる大懇談会の開催 

④ キャリア支援研修会の

開催
継続 

学生の早期の就活マインド醸成のため、企業から講

師を招聘し、就職活動の始め方等や企業研究の方

法に関する研修会を開催 

⑤ 学生の就職先選定等の

実態把握と解析
新規 

就職先選定に係る実態把握のため、県内の高等教

育機関の学生に対し、アンケート調査を実施し、解

析（地域活性化部会と連携） 

５．地域企業魅力発信強化事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 名 種 別 内 容 

① 学生による企業インタビ

ューシップの実施
新規 

高校生・大学生等が企業に出向いて経営者や従業

員にインタビューする「インタビューシップ」の実施 

② 高校、大学等のイベント

等を活用した地域の魅

力発信

新規 
高校、大学等のイベントに県産品を出展し、それらの

生産・販売に係る企業・団体の情報・魅力発信 

4



６．地域活性化実証・実践事業 （地域活性化部会） 

取 組 名 種 別 内 容 

① 学生等参画による観光

等施策の展開
継続 学生等県内の若者の目線での観光企画・情報発信 

② 地域課題解決に向けた

ニーズ調査
継続 

地域課題解決に向けたニーズ調査を実施 

（他部会連携の場合有） 

③ 県内先進事例調査 継続 
構成員間の課題共有や連携取組の検討を行うた

め、関係人口等の先進事例勉強会を実施 

④ 産官学連携の機会創出 新規 
産学官連携に向けた県内の企業、大学、高校及び自

治体等の交流促進（他部会連携の場合有） 
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（単位：千円）

項　目 金　額 備　考

【収入の部】

前年度繰越（見込） 1,400

会費（35機関） 8,100

県内大学等(7) 3,150
経済団体等(8) 800
市町(17) 850
香川県 3,300
(内訳：別紙のとおり）

県補助金 30,000

収入計 39,500

項目 金額 備考

【支出の部】

事業費

事務費

9,500

5,000 高大連携・進学推進事業、大学等連携強化事業、キャリア
　支援事業、地域企業魅力発信強化事業、地域活性化実証・
　実践事業など

4,500 事務局・部会運営費など

事業費(県補助対象) 30,000
プラットフォームの枠組みを活用した新規実証事業
（共創推進強化事業）など

支出計 39,500

令和５年度予算（案）

資料２-２
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大学・地域共創プラットフォーム香川会費

１．令和５年度における会費については、プラットフォーム事業に要する経費等をも

とに算定し、次の表に記載の額とする。

２．香川県が負担する会費には香川県立保健医療大学の会費を含むものとする。

〇県内大学等（順不同）

名称 会費

香川大学 450千円 

香川県立保健医療大学 － 

四国学院大学 450千円 

徳島文理大学 450千円 

高松大学・高松短期大学 450千円 

香川短期大学 450千円 

せとうち観光専門職短期大学 450千円 

香川高等専門学校 450千円 

〇経済団体等（順不同）

名称 会費

香川県商工会議所連合会 100千円 

香川県商工会連合会 100千円 

香川県中小企業団体中央会 100千円 

香川経済同友会 100千円 

香川県中小企業家同友会 100千円 

香川県農業協同組合中央会 100千円 

香川県漁業協同組合連合会 100千円 

香川県銀行協会 100千円 

〇行政機関（順不同）

名称 会費

高松市 50千円 

丸亀市 50千円 

坂出市 50千円 

善通寺市 50千円 

観音寺市 50千円 

さぬき市 50千円 

東かがわ市 50千円 

別紙 
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三豊市 50千円 

土庄町 50千円 

小豆島町 50千円 

三木町 50千円 

直島町 50千円 

宇多津町 50千円 

綾川町 50千円 

琴平町 50千円 

多度津町 50千円 

まんのう町 50千円 

香川県 3,300千円 
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目 的：就職や進学を契機とする若者の県外流出に歯止めをかけるため、県内の

大学等・経済界・自治体がＰＦの枠組みを活用して行う若者の県内定着

等を図る新たな取組みを支援するもの。

スキーム：構成員が企画提案してＰＦから申請→県審査後にＰＦへ助成

補 助 率：１０／１０

そ の 他：補助要件等検討中

30,000千円（２月県議会に提案中）
補助制度概要（見込み）

ＰＦ

学

官産

連携した新たな取組み 県

補助金申請

補助金交付

令和５年２月
香川県政策部大学・地域共創プラットフォーム香川 県補助金

9
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令和４年度事業実施状況 

１．高大連携による県内高校からの進学推進事業 （進学・教育部会） 

２．県内大学等在学生の地域理解・定着意欲喚起事業 （進学・教育部会） 

取 組 実施概要 

① 単位互換
講座数 ４６９ 

受講者数 １６人(延べ１８人) 

② 地域志向科目の情報共有
４月に情報共有を行った。地域志向科目を活用するため、次年度は

可能な範囲で単位互換科目に含めることとした。 

③ 地域理解フィールド実習（集中）の

共同開催

小豆島一帯においてフィールドワークおよびアイデア創出ワークを

実施した。（10/28〜10/30） 参加学生4名 

④ FD・SD活動
危機管理シンポジウムを開催した。 

（10/31、香川大学主催、PF香川共催） 参加者数 ２３２名 

⑤ 国際交流

香川大学グローバルカフェでの開催イベントに他大学等の留学生

が参加する計画であったが、平日開催のため今年度は参加できな

かった。 

取 組 実施概要 

① 出前講座

実施件数：66 件(1/20 現在) 

出前講座名などの情報を県内高校へ郵送して周知した。また、小・

中学校からの要望もあり講師を派遣した。

② 合同進学説明会

令和 4 年度は 3 校（香川中央高校、小豆島中央高校及び高松東高

校）で実施し、高松東高校では OBOG の現役大学生 8 名が対面

や動画出演で県内大学の PR 役として参加した。 

③ 公開授業参観

・「アニメ・マンガ論」四国学院大学(10/10) 8名参加

・「臨床医学各論演習Ａ」徳島文理大学(10/22) 3名参加

・「English Expression Ⅳ」徳島文理大学(11/19)1名参加

・「観光振興・地域創生論」せとうち観光専門職短期大学(12/13)

参加者なし 

④ その他の広報活動

（キャンパスガイドの作成・配布）

昨年度版を一部時点更新し、県内の高校2年生全員及び県内高

校・中学校の各教室用に作成（11,000部、県内高校43校、中学校

７１校等へ送付）し、校長会等で積極的な活用を依頼。 

（オープンキャンパスの周知）

県内高校に県内大学等のオープンキャンパス日程一覧を送付し、

高校教員の参加について案内。 

資料３－１ 
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３．卒業者の地域就職推進に向けたキャリア支援事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 実施概要 

① インターンシップ

香川経済同友会の会員を対象に受入企業を募集し、応募のあった

５社の概要について、大学・地域共創プラットフォーム香川事務局

に情報提供を行った。 

② かがわーくフェア

【参加者】 

令和４年６月開催 対面 延２１１人/オンライン 延７０人 

令和４年８月開催 対面 延１１１人/オンライン 延２８人 

令和５年３月開催 ３月１５日開催予定 

令和５年３月大学・短期大学・高等専門学校・専修学校などの卒業

予定者（既卒者含む）及び一般採用希望者（就職氷河期世代を含

む）を対象とした、対面方式による「就職面接会」及びオンライン形

式による「個別面接」を開催。 

③ 業種別オンライン県内企業見学ツ

アー

【参加者】（全て web 参加者） 

８月２４日（水） ６４人 

８月３１日（水） ５４人 

９月 ７日（水） ６９人 

延べ学生参加者数が昨年の１５０人から１８７人へと増加した。学生

アンケートの結果、当ツアーへの評価は「満足」と「やや満足」の合計

で９割を超えた。「短時間で様々な企業の情報を得ることができて

よかった」などの感想が多数寄せられている。今後の課題として、 

１.学生参加者の確保

２.参加各企業の持ち時間（現在１５分間）の検討

３.コース内容の検討 などが挙げられる。

④ うどん県の自治体で働こう大懇

談会

【参加者】  

９月２８日（水） 延５４人 

学生アンケートの結果、評価は「満足」が９割と高い満足度が確認で

きた。「一度に多くの自治体の話を聞けてよかった」「調べるだけで

はわからない情報を得ることができた」などの感想が多数寄せら

れている。今後の課題として、参加学生の確保、参加希望者が増え

た場合の開催方法などが挙げられる。 

⑤ キャリア支援研修会

【参加者】 

１０月８日（土）１９人（内訳：香川大学８人、香川短期大学８人、徳島

文理大学２人、高松大学１人） 

元ハローワーク丸亀所長を講師として、就職活動の始め方等の説

明、自己分析による就職適性検査を実施 

⑥ 公務員・国立大学法人等職員説明

会

【参加予定者】 2/6（月）現在(web 参加予定者含む) 

２月１５日（水） 延３91 人 

２月１６日（木） 延４60 人 
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４．地域活性化に係る事業策定のための提案収集事業 （地域活性化部会） 

取 組 実施概要 

① アイデアソンの実施等

・地域課題へのアプローチとして、大学生や企業経営者、地域おこし協

力隊など産学官の関係者が集まり、夏に計2回、「若者の定着する香

川を目指して」をテーマに、対話を通じてアイデアを出し合うアイデ

アソンを実施した。

・企業PR、学生企画ツアー、関係案内所などの様々なアイデアを参考

として、テーマに沿ってＷＧを設け、取組みを進めている。 

② 産学官連携による実践

（学生おすすめの観光情報発信） 

・観光ＷＧの取組みとして、大学生や若い自治体職員等が集まり、香川

のおすすめ観光ポイントを出し合うグループワークを開催した。

・第１段として、大学生が特定の地域で体験取材し、ＳＮＳを活用した若

者目線の県内観光情報の発信に取り組んでいる。

（学生目線による県内中小企業の課題解決）

・デジタルを活用した学生目線による課題解決を目指し、大学生らが

モデル企業を訪問し、現在の課題等のヒアリングを実施した。

（関係人口等に関する勉強会） 

・県内の優良事例から地域活動のポイント等を学ぶ勉強会等を開催し

た。（地域外の人材の受け皿となっている、東かがわ市五名地域で

実施）

（学生対象アンケート調査） 【全部会共通】

・就職先選定時における学生の思考・行動や、就職時の若者の転出超

過の要因について検討し、今後の取組みにつなげていくため、県内大

学等と県が就職支援協定を結ぶ県外大学の学生（就職活動を終えた４

年生等）に対し、アンケート調査を実施した。 

５．情報共有及び外部への情報発信のためのデジタル環境の整備事業 （共通） 

取 組 実施概要 

① 情報共有ツール導入

全構成団体、延べ１５８名を利用者登録 

11月28日及び30日に構成員向け使用説明会を実施のうえ、運営委

員会チームフォルダに当該説明会の動画を保存 

5月27日の第１回就職・産業振興部会をはじめ、各部会・ワークショッ

プ等のオンライン会議に活用 

また、各会議（総会、運営委員会、3部会）の令和４年度資料を各チーム

フォルダに保存し共有

② ホームページ作成

プラットフォームの目的・組織体制をはじめ、各部会が実施するイベン

トなどの主催事業の他、共催・後援事業や話題等を中心に情報発信

会員専用ページを設け、各種会議資料の閲覧やプラットフォーム事務

局への照会フォームを活用することが可能 

完成イメージについては別紙参照
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令和４年度予算　執行状況報告（見込）

(単位：円）

項　　目 予算額 執行状況 比較増減 内容

【収入の部】

　会費（35機関） 8,100,000 8,100,000 0

（内訳）県内大学等(7)   3,150千円
 経済団体等(8)  800千円
 市町(17)  850千円
 香川県　　　　  3,300千円

 ※高松大学及び高松短期大学は一法人として負担
 ※香川県立保健医療大学は香川県負担分に含む

　預金利息 0 19 19

収  　入  　計 8,100,000 8,100,019 19

項　　目 予算額 執行状況 比較増減 内容

【支出の部】

　事業費

　　共通事業費 1,800,000 1,577,400 ▲ 222,600 ホームページ制作

　　部会事業費 1,800,000 1,114,032 ▲ 685,968
キャンパスガイド作成、かがわーくフェア開催、
ニーズ調査　ほか

　事務費

　　事務局運営費 4,500,000 4,007,502 ▲ 492,498 人件費、印刷費、通信費など事務経費

 次年度繰越【見込】 1,401,085 1,401,085

支  　出　　計 8,100,000 8,100,019 19

資料３-２
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資料４ 

令和４年度 名義使用の許諾について 

種別 行事名 主催者 
共催者又は 

後援者
実施目的 対象者 内容 開催時期等 

後援 高校生お弁

当の日甲子

園 2022 

香 川 短 期

大学 

【後援者】 

香川県、香川

県 教 育 委 員

会 、 宇 多 津

町、香川県高

等学校教育研

究会家庭科部

会、香川県栄

養士会、大学・

地域共創プラ

ットフォーム

香川 

県内の農林

水産物とそ

の加工品の

理 解 を 深

め、食を通

じた健康づ

くりに取り

組む 

県内高校生

及び近隣の

県外高校生 

「SDGｓにつ

ながる弁当」

をテーマとし

た弁当を提

案する 

《募集期間》 

7／11～ 

9／7 

後援 徳島文理こ

ども大学 

徳 島 文 理

大学 

香川キャン

パス 

【後援者】 

大学・地域共

創プラットフ

ォーム香川 

人文社会科

学系、自然

科学系の学

びを子ども

達 に 展 開

し、知的好

奇心を育む 

県内小学生

4～6 年生

と保護者 

「世界の国旗

について学

ぼう」、「コン

ピュータでプ

ロ グ ラ ミ ン

グ」ほか、計６

講座を開講

する 

7／24、 

7／25、 

7／31、 

8／1、 

8／31 

後援 高校生のた

めのジオアー

ト Jr.マイス

ター養成講座

キックオフ・

シンポジウム

香川大学 香川県教育委

員会、 大学・

地域共創プラ

ットフォーム

香川、讃岐ジ

オパーク構想

推進準備委員

会 

「ジオアート

Jr.マイスタ

ー 養 成 講

座」を紹介

するととも

に、養成し

たい人材像

を示すため

のシンポジ

ウムを開催

高校教員、

高校生（主

に 1 年生）

とその保護

者等など 

①趣旨説明：

長谷川修一

(香川大学特

任教授) 

②基調講演：

川村教一氏

（兵庫県立大

学大学院教

授） 

③パネルデ

スカッション

8／9 
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種別 行事名 主催者 
共催者又は 

後援者
実施目的 対象者 内容 開催時期等 

共催 香川大学危

機管理シンポ

ジウム 

香 川 大 学

四 国 危 機

管理教育・

研究・地域

連 携 推 進

機構 

国 立 大 学 協

会、土木学会

四国支部香川

地区、土木学

会安全問題研

究委員会、大

学・地域共創

プラットフォ

ーム香川 

「香川大学 

四国危機管

理教育・研

究・地域連

携 推 進 機

構」の活動

成果を地域

に還元し、 

地域の安

全・安心に

寄与するこ

とを目的と

してシンポ

ジウムを開

催 

関係機関、

企業、一般

市民、本学

教職員・学

生等 

学外講師に

よる危機管

理研究に関

する講演及

びパネルディ

スカッション

10／31 

後援 中高生のた

めの薬剤師

セミナー

徳 島 文 理

大学 香川

薬学部 

香川県薬剤師

会、香川県病

院薬剤師会、

株式会社レデ

イ薬局、香川

県、大学・地域

共創プラット

フォーム香川

中高校生に

薬剤師の魅

力を伝え、

香川薬学部

の進学者、

並びに香川

県で従事す

る薬剤師の

増加を目指

す 

主として香

川県内の中

学生・高校

生とその保

護者、及び

中学校・高

等学校教員 

講演、パネル

ディスカッシ

ョン、薬剤師

体験会、進路

相談、個別質

問コーナー 

10／15 

後援 徳島文理大

学比較文化

研究所･展覧

会「書籍の装

丁と印刷術

を辿る」 

徳 島 文 理

大 学 比 較

文 化 研 究

所 

香川県教育委

員会、さぬき

市 教 育 委 員

会、大学・地域

共創プラット

フォーム香川

17 世紀後

半から 18

世紀前半の

洋装本も展

示すること

で、装丁や

印刷技術に

関して同時

期における

和洋の違い

も見てもら

う 

香川県民お

よび関係機

関 

展覧会「書籍

の装丁と印

刷術を辿る」 

（入場無料・

事前申込み

不要） 

11／14～

12／9 
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種別 行事名 主催者 
共催者又は 

後援者
実施目的 対象者 内容 開催時期等 

後援 アオ活！ 香 川 県 中

小 企 業 家

同友会 

大学・地域共

創プラットフ

ォーム香川 

どのような

仕事がある

か学生に知

っ て も ら

い、中小企

業の魅力発

信の場・社

員教育の場

とする 

高校生、大

学生、短大

生、専門学

校生、第 2

新卒者、教

員等 

業界代表者

が業界・役割

等を紹介し、

具体的な仕

事の内容や

業界におけ

る役割等を

紹介する 

１／21 

後援 香川と都市

圏の大学連

携推進事業 

香川大学 香川県、大学・

地域共創プラ

ットフォーム

香川 

香川と都市

圏の大学連

携推進事業

について連

携大学と共

に成果報告

及び今後の

事業展開に

ついて考え

るシンポジ

ウムを開催

関係大学の

教職員及び

学生、県内

大学・自治

体・企業関

係者等 

講演、学生報

告、学長対談 

１／17 

後援 ジオツーリズ

ムによる地域

活性化シンポ

ジウム 

香 川 大 学

四 国 危 機

管理教育・

研究・地域

連 携 推 進

機構 

国土交通省四

国運輸局、香

川県、香川県

教育委員会、

四国ツーリズ

ム創造機構、

香川県観光協

会、大学・地域

共創プラット

フォーム香川

ジオツーリ

ズムを取り

入れた地域

活性化手法

を広く県民

に知っても

ら う と 共

に、今後の

取組につい

て考える 

香川県内の

一般市民，

行政機関，

教 育 関 係

者，観光協

会など 

活動報告、基

調講演、パネ

ルディスカッ

ション

２／15 
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1 

 

 

 

大学・地域共創プラットフォーム香川規約 

 

 

（名称） 

第１条 本会は、大学・地域共創プラットフォーム香川（以下「プラットフォーム」

という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 プラットフォームは、香川県内の大学、短期大学及び高等専門学校（以下「県

内大学等」という。）を基点に、地域の各主体が知見を共有し、連携してこれからの

地域を支える観点から、産業界、行政等を加えた産学官のネットワークを形成し、

地域社会・地域経済を支える人材の育成・定着及びその人材が活躍する場の形成に

向けた議論と実践による共創を通じて、地域社会の発展に寄与することを目的とす

る。 

 

（事業） 

第３条 プラットフォームは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）地域社会・地域経済を支える人材の育成・定着に関する事業 

（２）地域社会・地域経済活性化のための地域課題への対応・解決に関する事業 

（３）地域の産業振興に関する事業 

（４）県内大学等の教育の向上及び研究の促進に関する事業 

（５）県内大学等の情報の提供・広報に関する事業 

（６）その他プラットフォームの目的を達成するために必要な事業 

 

（組織） 

第４条 プラットフォームは、別表の左欄に掲げるもの（以下「構成員」という。）を

もって組織する。 

 

（入退会） 

第５条 プラットフォームに入会しようとするものは、書面により会長に申し出るも

のとし、第１１条に定める総会の議決を経て、入会することができる。 

２ 構成員が、プラットフォームを退会しようとする場合には、原則として退会する

３か月前までに、書面により会長に申し出た上で、第１１条に定める総会の議決を

得なければならない。 
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（機関） 

第６条 プラットフォームは、第３条の事業を行うために、総会、運営委員会、部会

及び事務局を設置する。 

 

（役員） 

第７条 プラットフォームに次の役員を置く。 

（１）会長   １名 

（２）副会長  １名 

（３）監事   ２名 

 

（選任等） 

第８条 プラットフォームに会長を置き、会長は、香川大学長をもって充てる。 

２ 前条の副会長及び監事は、別表の左欄に掲げる構成員において、同表の右欄に掲

げる役職にある者のうちから、総会において互選により選任する。 

３ 副会長及び監事の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 補欠の副会長及び監事の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 副会長及び監事は、前２項の規定にかかわらず、後任者が就任するまでの間、そ

の職務を行う。 

６ 会長、副会長及び監事（以下「役員」という。）が次の各号のいずれかに該当する

ときは、総会の３分の２以上の議決により、解任することができる。 

（１）心身の故障のため、職務の執行に堪えられないと認められるとき。 

（２）職務上の義務違反その他役員にふさわしくない行為があると認められるとき。 

 

（職務） 

第９条 会長は、プラットフォームを代表する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その

職務を代行する。 

３ 監事は、会計を監査する。 

 

（報酬） 

第１０条 役員は、無報酬とする。 

 

（総会） 

第１１条 総会は、別表の左欄に掲げる構成員において、同表の右欄に掲げる役職に

ある者（以下「委員」という。）により構成する。 

２ 総会は、次の各号に掲げる事項を審議・決定する。 

（１）プラットフォームの運営に関する重要事項 

（２）事業計画に関すること 
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（３）予算及び決算に関する事項 

（４）副会長及び監事の選出に関すること 

（５）その他重要事項 

３ 総会は、会長が招集し、その議長となる。 

４ 総会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決をすることができな

い。 

５ 総会の議事は、出席した委員の過半数をもって議決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

６ やむを得ず総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、書

面又は代理人をもって表決権を行使することができる。これにより表決権を行使し

た委員は、第４項の規定については出席したものとみなす。 

７ 総会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができ

る。 

 

（運営委員会） 

第１２条 プラットフォームに、次の各号に係る事項を行わせるため運営委員会を設

置する。 

（１）中長期計画の企画・立案に関すること 

（２）事業計画の企画・立案に関すること 

（３）予算の企画・立案に関すること 

（４）部会の設置・廃止の検討に関すること 

（５）プラットフォームの会費の検討に関すること 

（６）その他プラットフォームの事業実施にあたっての検討及び企画調整に関するこ 

   と 

２ 運営委員会は、委員が指名する者及び事務局長（以下「運営委員会委員」という。）

により構成することとし、委員は、１名の運営委員会委員を指名するものとする。

ただし、特別の事情がある場合には、この限りではない。 

３ 運営委員会は、委員会において審議・決定した事項を総会に報告しなければなら

ない。 

４ 運営委員会は、事業実施を円滑に推進するため、必要に応じ、別途、部会及びそ

の他の組織を設けることができる。 

５ 前条第３項から第７項について、「総会」を「運営委員会」、「委員」を「運営委員

会委員」、「会長」を「事務局長」と読み替えて準用する。 

６ 運営委員会は、必要に応じ、書面により運営委員会委員の意見を聞くことができ

る。書面による運営委員会委員への意見聴取の結果は、前項により準用する前条第

５項に定める運営委員会における議決と同等の効力を有する。 
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（部会） 

第１３条 プラットフォームは、事業運営のため部会を置く。 

２ 部会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（事務局） 

第１４条 プラットフォームに関する事務を処理するため、香川大学に事務局を設置

する。 

２ 事務局には、事務局長を置く。 

３ 事務局長は、会長が指名する者をもって充てる。 

４ 事務局は、総会及び運営委員会の事務を処理する。 

 

（会計） 

第１５条 プラットフォームの会計は、構成員の会費、負担金、寄付金、補助金及び

その他の収入をもって充てることとし、会費に関し必要な事項は、別に定める。 

２ 会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 

（規約の変更） 

第１６条 この規約は、総会の議事を経なければ変更することはできない。ただし、

その変更が、軽微な場合には、運営委員会において、規約の変更を行うことができ

る。 

２ 前項ただし書きにより、規約の変更を行った場合には、運営委員会は、総会にお

いてその内容を報告しなければならない。 

 

別表（第４条関係）（順不同） 

〇県内大学等 

名称 役職 

香川大学 学長 

香川県立保健医療大学 学長 

四国学院大学 学長 

徳島文理大学 学長 

高松大学 学長 

香川短期大学 学長 

高松短期大学 学長 

せとうち観光専門職短期大学 学長 

香川高等専門学校 校長 

 

〇経済団体等 

名称 役職 
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香川県商工会議所連合会 会長 

香川県商工会連合会 会長 

香川県中小企業団体中央会 会長 

香川経済同友会 代表幹事 

香川県中小企業家同友会 代表理事 

香川県農業協同組合中央会 代表理事会長 

香川県漁業協同組合連合会 代表理事会長 

香川県銀行協会 会長 

 

〇行政機関 

名称 役職 

高松市 市長 

丸亀市 市長 

坂出市 市長 

善通寺市 市長 

観音寺市 市長 

さぬき市 市長 

東かがわ市 市長 

三豊市 市長 

土庄町 町長 

小豆島町 町長 

三木町 町長 

直島町 町長 

宇多津町 町長 

綾川町 町長 

琴平町 町長 

多度津町 町長 

まんのう町 町長 

香川県 知事 

 

 

附則 

１ この規約は、令和４年３月２８日から施行する。 

２ この規約の施行後、最初に任命される第７条に定める副会長及び監事の任期は、

第８条第３項の規定にかかわらず、令和６年３月３１日までとする。 

３ プラットフォームの最初の事業年度は、令和４年４月１日から令和５年３月３１

日までとする。 
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